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1　 は　 じ　め　に

　わが国の精神薄弱体育の 発展を史 的に 明らか に しよ うとして ，既 に 「日本 に おける心身障害

者体育の 史的研究 （第 8〜11報）」 （北陸大学紀要　第 7〜 9号 ，北陸体育学会紀要　第22号）

を報告 したが ，本稿はそれ らに続 く報告で ある 。

　周知の よ うに，わ が国の 精神薄弱教育界 に は，戦後二 つ の 大 きな論争が生起 して い る 。 そ の

一つ は，昭和 30年代半ば頃 に おける 「教科か領域か」 の 戦後初の 教育課程編成に係わ る論争で

あ る 。 他の
一

つ は，昭和40年代半ば頃か ら顕現化 し始め た対象児童 ・生徒に おける障害の 重度 ・

重複化 に伴 う 「社会 適応論 ・社会 自立論が発達保障論 ・全面発達論か」 の 教育理念に係わ る論

争で ある 。 本稿で は，昭和40年代半ばか らの 精神薄弱体育 ，特 に その 学校体育に 視点を当て ，

後者の 問題 やそ の 影響に っ い て も触れ なが ら，その変容め実態 を概観す る もの であ る 。

E　研 　究　目　的

　昭和40年代半ばか ら同50年代 に かけて の 精神薄弱教育 ｝こおける変容 と，そ れ IC伴 う体育教育

の変容に関 して ， そ の
一

端を明 らか にする 。

皿　研　究　方 　法

精神薄弱教育史，精神薄弱教育関係著書 ・学会誌 ・専門誌 ，体育関係著書 ・ 学会誌 ・ 専門誌，
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学習指導要領及 び国立特殊教育総合研究所 （編）r特殊教育諸学校 ・教育研究所等 に お ける 研

究課題等の 調査報告』 などを主な る史 ・資料 と して検討する 。

IV　結 果 と 考 察

　 1． 教育事情の 変容

　 （1） 新事情 の 生起

　全 日本特殊教育研究連盟 （編）の r日本の 精神薄弱教育』（第 4 〜 6 巻 ，日本文化科学社，

昭54）には ，戦後30年間にわたる各都道府県1こお ける精神薄弱教育の 実践史が報告 され て い る 。

そ の 報告に よれば ，地域的に時期的違い が若干見 られ るが ，昭和40年代 （以下 ，年号を省略す
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 U｝　　　 　　　　　 　　　 12｝
る）以降，わが国の 精神薄弱教育は，従来の 「充実期」ある い は 「伸長期」 とい われ た時代か
　 　 　 　 　 （3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔4［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15〕
ら 「転換期」，あ る い は 「問 い 直 し」 の 時期や 「足ぶ み時代」 へ と移行 して い る。

　 こ の転換 ，ある い は問い 直 しを余儀な くさせ た主要な原因は ，特殊学級や 養護学校の 増設と

義務教育化 に係わ る重度 ・重複障害児童 ・生徒の 就学増加に よ る もの で あ っ た 。 重 度 ・ 重複化
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［6［　 　　　 t7｝　　 　　　　　 　　　　　 　　　 、
傾向の顕現時期は ，東京都や 大阪府 の よ うに 40年前後か ら顕現 し始めた地域 もあるが ，概 して

45年前後で あ っ た 。
こ の 時期の 就学児童 の変容に つ い て 松原 隆三 は，「養護学校校長会 によ る

昭和35年度の 実態 調査 に よれ ば ，大体 IQ を参考 にすれ ば ，50〜60が ほ とん ど で あ っ た 。 そ

れが 昭和45年度に なる と，30〜50程度の 者が 70パ ーセ ン トを占め るよ うに な っ た，さらに ，最

近で は ，測定不能 ，測定困難 とい う児童が非常に増加 して お り，特に小学部 の 低学年 ，中学年
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔8］

は ほ とん ど重度に該当する と い われ て い るほ どで あ る 。 」 と報告 して い る。

　 こ の 変容状況 は ，文部省の 障害教育施策の 推進 と も深 く係わ っ て い た。34年 12月の 中央教育
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9［
審 議 会 の 「特殊教育の 充実振興 に つ い て の答申」 に 基 づ い て文部省 は，特殊学級 （精神薄弱教

育）の 設置に 力を入れ，36年度か ら 5 年計画をもっ て 市及び人 口 3万人以上 5 万人未満の 町村

が小学校 2 学級，中学校 2 学級 ，人 口 5 万人ご とに一定数の特殊学級の設置を計画的に推進 し
　  

た 。

一方 ，31年 6 月に 「公立養護学校整備特別措置法」が成立 し，養護学校は他の 公立義務教

育諸学校と同様に 国の 財政的援助が受 けられ るよ うに な り，従来法令上未解決な課題で あ っ た

養護学校に おけ る就学義務 と養護学校 の 設置義務 の 発 動が ，48年 11月20日付 の 政令第 339号 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　 
1

よ っ て 54年 4月 1 日と確定す る 。 そ の 結果，以下に掲げたよ うに ，特殊学級の 設置は順調 に進

み ，ほ ぼ全県に わたる こ ととな り，養護学校 もまた 54年の 義務制｝t向か っ て 設置が計画的に促

進 された の で あ る 。

　 こ の 特殊学級増加傾向の なか で ，精神薄弱教育で は ，それ とは逆 に児童 ・生徒数の 減少傾向
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鰤 ttO
が全国的に45年度前後か ら顕現化 し始め ，50年度以降 には学級減や学級増の停滞が現われる 。

そ の 間 ，「養護学校す らも対象 と しな い 重度 ・重複障害児」 が ，特殊学級や養護学 校 に就学す
　 　 　 　 　 臘   　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　口n
る よ うに な る 。 こ う した教育情勢下 で 特殊学級 と養護学校の対象児童 ・生徒の 問題 ，学級編制

や教職員の定数問題な ど も，40年代 に入 っ てか ら急激 に整備 ・改善 されて い く。 「特殊教育 の

基本的施策 の あ り方 に つ い て 」（44年 3 月）や 「重度 ・重複障害児 に対す る学校教育の 在 り方

に つ い て」 （50年 3月） の 検討，ある い は学習指導要領の 改訂 （45年度版 ，54年度版） も示す

よ うに ，教育施設の 増加 ，対象児童 ・生徒の 拡大は ，精神薄弱教育の 見直 しや問い 直 しを余儀

な くさせ たの で ある 。 体育教育 も，こ の 転換の 過程 ，換言すれば，上記の 拡充が進展す る過程
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特殊学級数 （児童 ・生徒数）及び養護学校教 （児童 ・生徒数う の 推移　　国 ・公 ・私立計

特 殊　　学 級 （精神薄弱教育以外も含む ） 養護学校 （精神薄弱教育）

区分 学 級 数 児 童 ・生 徒 数
児　童　 ・

小学 校 中学校 合　 計 小 学校 中学校 合　計
学　校　数

生　徒 数

年 度 学 級 年度 年度 人 人 人 校 校

311 』004　7 3141 β1819 ，7654 ，55924 ，324 2
　　　　　：
不明

321 ，037 3971 ，43417 ，3145 ，75523 ，0β9 7（1） 690
331 距253 5381 ，79118 ，6216 ，67025 ，291 8（1） 866
341 ，529 7142 ，24320 ，2568 ，

39928
，65514 1，264

352 ，029 9082 ，93724 ，40610 ，43034 ，83617 （1） 1，676

362 ，5551 ，1123 ，66728 ，54612 ，89041 ，43623 （2） 2，437
37・ 3

，
2031 β744 ，57734 ，33915 ，88550 ，

22428 （2） 3，013
383 ，9201 ，7935 ，71339 、68719 ，60159 ，28834 （2） 3，350
394 ，6672 β677 ，03445 ，84824 ，71970 ，56742 （2） 4 ，026
405 ，4853 ，0448 、52951 ，45030 ，

22181 ，67155 （3） 4，923

416
，
4293 ，83810 ，267

． 　　　　　噛
58，20637 ，23895 ，

44463 （2） 5，892
427 ，2984 ，56211 ，86063 ，55δ 42，．885 ，106，43868 （4） 6，617
438 ，067． 5，22213 ，28938 ，74948 ，245116 ，

99472 （5） 7，008
448 ，7205 ，80714 ，舅2771 ，

30551 ，611122 ，91β 79（10） 7，914
459 ，2906 ，25015 、54072 ，67652 ，971125 ，64783 （13） 8，584

469 ，8256 ，58716 ，41274 ，02853 ，559127 ，58797 （14） 9β74
4710 ，5626 ，76817 ，33077 ，60352 ，663130 ，

266107 （15） 11
，
524

4811 ，7067 ，00218 ，70881 ，65252 ，
081133 ，733135 （19） 14，650

4912 ，5507 ，13319 ，68382 ，88249 ，823132 ，705163 （24） 17，055
5013 ，3137 ，26020 ，57384 ，20448 ，165132 ，

369180 （21） 19，081

5113 ，7867 ，223L21 ，
00984

，
49646 ，444130 ，940180 （21） 21，449

5214 ，1297 ，
29621

，
32583 ，73745 ，223128 ，960220 （23） 23

，
768

5314 ，3537 ，15521 ，50882 ，12642 ，949125 ρ75264 （18） 27、353
5414 ，0836 ；78220 ，86577 ，13138 ，580115 ，711338 （62） 40’，422，
5514 ，3366 ，

72521
，
06176 ，39836 ，802113 ，200355 （59） 43，891

5614 ，6226 ，689 ， 21，31175 ，96135 ，394111 ，
355365 （63） 46，755

57 ・14
，8826 ，72321 ，60575 ，63034 ，938110 ，568371 （60） 48，379

5815 ，0956 ，75921 ，85474 ，54634 ，205108 ，
751380 （57） 48β53

r
囲　1．（内 は分 校数 べ あ り ，

．外数で ある’
e

　 2． 昭和47年度以前の デ
ー

タ に は沖縄県分を含まない
。

　 3． 各年度5 月 1 日現在

で 直接 ・間接 に多くの影響を受けるとと とな る 。

　  　教育 目標論の 対立

　  　社会 適応 論 ・社会 自立論

　戦後い ち はやく開設され た東京都品川区立大崎中学校特殊学級を中心に して
， 精神薄弱児童 ・

生徒帥 「竝 的生勧 を身に つ け，・・＊±会生活鬮 応で きる燗 覧 して とらえ られ ，生駐

義教育が追求され展開されて い く。 その 後 ，社会適応 ・ 社会 自立を目指 した生活主義教育思潮

が ，わが国の 精神薄弱教育の 本流を 占め る に至 る。

　35年11月の 「学習指導要領作成委員会研究討議資料
一

養護学校 11、学部 ・中学部学習指導要

領精神薄弱教育編の暫定案に つ い て 」 の なかで ，「精神薄弱者 の 教育の 目標は及ぶ か ぎ り社会
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【ls
へ 参加 し自立 的な生 活を営め るよ うにす る こ とに あ る」 と ， 社会 自立が強調された 。 こ の 趣旨

は，38年 3 月通達 された r養護学校小学部 ・中学部学習指導要領精神薄弱教育編」 に も継承 さ

167

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Ser ▽



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

4 北　野 与　
一

れ ，こ の教育の 目標が 「そ の 能力に 応ず る知識 ・技能を授ける とともに ，そ の社会 的適癒性を

助長する よ うな具体的で 総合的な 指導を行な い
， も っ て 生活の 自立をね らい とした人格の 形成

　 　 　 　  

lcesめる」 もの とされた 。　
」

　45年10月教育課程審議会か ら文部大臣に出された 「畜学校 ，聾学校および養護学校の 教育課

程の 改善 に つ い て 」の 答申の なか で ，精神薄弱教育の ね らい が ，「可能な 限 り能力 を伸ば し，

身辺 自立の 習慣を身にっ け，社会的適応性を助長 して ，社会に参加 して い くための知識，技能
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

お よび態度 を養 うこ と」 と示 され，前記の 学習指導要領が 46年 3 月に改訂 され る 。 こ の 要領で

も，先に 述 べ た前要領の趣 旨が継承 された 。

　48年 に義務制実施の予告政令が 出され ，養護学校数の飛躍的な増加 と対象児童 ・生 徒の 重度 ・

重複化の傾 向は い っ そ う強ま り，50年 3 月には ，特殊教育 に 関す る調査研究会 に よ る 「重度 ・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

重複 障害児 に対する学校教育の 在 り方 に つ い て 」の報告が な され る 。 こ の 報告で ，「そ の者の

障害が い か に重度で あ り重複 して い る場合であ ろ うと も，もとよ り教育基本法に掲げる目的の

達成を目指 して 行われるべ きもの 」で ある こ とが確認 され，「個 々 の 者の 心身 の 状況を出発 点

として こ れに対応 した教育を行 う」必要性が指摘 される 。

’
障害の 重度 ・重複化 と小学校 ・中学

校学習指導要領の 改訂 （52年） に対応 して ， 54年 7月第 2次の 改訂 が行な われ る 。 こ の 改訂で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

は ，r盲学校 ，聾学校及び養護学校小学部 ・中学部学習指導要領』 と して 一本化 され ，精神薄

弱教育に 関す る独自の 目標 は規定され なか っ た 。 しか し，53年 10月の教育課程審議会の 「盲学

校 ，聾学校 及び養護学校 の 小学部 ・中学部及び高等部 の 教育課程 の 改善に つ い て 」 の 答申に よ

れば，そ の 改善の基本方針の一
つ に 「社会自立を 目指 した職業に係 る教育の 充実 を図る こ と」

が挙げ られ て い た。また改訂要領の 「生活」科に おける目標 も第一
次改訂要領と同

一
目標を挙

げて い る こ とか ら，要領の なか で 独 自の 目標は規定 され なか っ たが ，
こ の 教育 の 目標 とす る社

会適応 ・社会 自立の 理念 はな お生 き続 けて い た もの と考え られる 。

　   　発 達保障論 ・全面発 達論

　対象児童 ・生徒の 障害の 重度 ・重複化傾向が逐年強ま っ て い く過程で従来の 社会適応論 ・社

会 自立論 の 反省か ら，堯達保障論 ・全面発達論が一部で 唱え られる 。 すな わち，従来の理念は

「重症児に 適用 しが た い こ とが 認識 され （中略）障害 の 軽重 に か かわ りな く適用 で きる普遍的

な発達観や目標論が求 め られ」t 両論に つ い て の 激 し い 論議が 交わ さ弗て い く。

　 30年代半ば頃か ら40年代初期 にか けて ，小宮山倭や糸賀一雄 らに よ り 「一般性 ・連続性強調

論」 や 「自己実現論」が提起され ，従来の教育理念 に対する批判や反省が な され る。42年 8 月，

「障害者の 権利を守 り，そ の 発達を正 し く保障す るために ，理論 と実践を統一的に とらえた自

主的 ・ 民主的研究運動を発展 させ る」 目的を掲げた全 国障害者問題研究が発足す る。また翌年

の 日本教育学会 （第27回大会）には ，課題研究 として 「障害児の 教育を受ける権利」が 設定さ
　   　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　勸

れ ，「全面発達論，普通教育論」な どに つ い て の活発な論議 が な される 。 障害者の権利保障に

関す る思潮 の 高まりは ，わが 国独 自の もの で はな く，第 4 回国際精神薄弱者援護連盟世界会議

（43年） に お け る精神薄弱者 の 権利 宣言 （ADeclaration 　 of 　General　 Special　 Right　 of

，the　Mentally　Retarded） も示す よ うに ，世界的な傾面で あ っ た 。 わが 国の 場合 ，ア メ リカ
　 　 　 　  n
や ソ ビ エ トの 精神薄弱教育の 影響を強 く受け，こ の 教育の 転換を迫る波が広が りを増 し ， しか

も深化 して い っ た。

　 次に ，発 達保障論 ・全面発達論に つ い て の 主要な考え方を普平掲げて みよ う。
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　糸賀は ，「私たち と こ の 人たち とは実は ち っ と も違わな い 。 （中略）発達 とい うこ とを r人間
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 吻

に な る』 と い うふ うに 考え ます と，どの 子 もど の 子 も全部発達 して い ぐわ けで す 。 」と ，人間 、

に な る過程を発達とと らえた 。 また飯野は ，「た とえ どん な に 重い 障害を もっ た子 どもで も重

複 した障害を もっ た子 どもで も遅々 た る歩みで は あ っ て も，毎 日毎 日の わずか な進歩が 積み重

な っ て ，限 りな く成長 し，発 達 して い く」 もの で ある と，従来の 発達限界説を否定 した 。 さら

にまた ，田中昌人は ，「教育 の 内容は全面発達を保障す る もの で なければな らな い （中略）障

害児を類型 的に考え ， 発達 に お け る 機能別の 一方 向的 ・連続的 ・適応重視と い う差別的管理 へ

の 発達観を変革し，発達的にみ て 人間と して の 共通機制を把握 し，統
一

的 ・全面的 ・質的変革

を重視 した科学的発達観に 立 つ 教育の 実現を めざす 。 （中略）発 達の 単位 を き りは な された個

人を単位 と して の み る こ とを改め る。そ して ，子 どもの個人の 系か・らとして は発達の質的転換
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 岡

期との 関係で 吟味された発達的に等質 ・同質 ・異質な集団構成を保障す る 。 （後略）」と述 べ ，

従来 の 発達観 を否定 し，基本的人権 を保障する とい う思想 的基盤 に立 っ て の 全面発達論を主唱

した 。 金 田利子 もまた，「人はみな ，ヒ トか ら 「人間』 へ と成長する過程の なか で 自己 と外界

との 関係を変革 します 。 外界へ の とりくみの新 しい しか たを獲得 します 。
こ れ が発達の い とな

み で す 。 （中略）発達 とは ，
ひ とり個人め発達で は な く．関係 の 発達で あ る 」 と

．
と らえ ，「発達　

’

の す
1
じみ ち の 共通性」 と発 達 の 「無限性」を主張 した 。

　以上の よ うな発達保障論 ・全面発達 論は ，提唱 され始あ た当初か らこ の教育界に全面 的に受

け入れ られたわけで はな い 。 こ うした教育理 念 に対 して ，三木安正 や杉田裕 らの厳 しい 批判 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

反論があ っ た 。 例えば，飯野 らの 考え方に対 して ，三 木は次の よ うに 反論 した 。

　私どもも精神薄弱児の 知能の 働きと正常児の 知能♀）働きとを比べ て みるとき，質的 な違 い が ある とい 5．
て きて い る の で あ る が，量的にみれば限界があり ， 質的にみれば限界がな い とい うように い い きる こ と

は どうか と思 うし，ミク ロ の 世界に お い て み れば 「かぎ りなく細かで 豊かな変化がつ け られ る 」 とい う

こ とは た しか に そ うで あ ろ うけれ ど ，それセ無限の 教育 の 可 能性 が あ る とい え るの で あろ うか （中略）

ミク ロ の世界で の 微小な変化，一年に一セ ン チ メ t トル 進むとい うよ う電 もの を
“
無限の 可能！腔が ある

とい うこ とは ，普通 の 言葉 の 使い 方 として は理解 しが た い 。（中略）「すべ て の 子 ども，す べ て の 人聞 の

発 達 の 無 限 の 可 能性 」 な ど とい う表 現 は ，誇大広告 の 文面 の よ う に と られ る。そ し L そ の あ と に 続 く

「全面発達論」は ， 精神薄弱児 を対象に して構築さ れた 理 論で は な く，一般の教育の 理論を借りて きた

もの で あ り，さ らに 政治的実践 と結びつ か な ければ意味の な い もの とい うよ うに 展開され て い く。 （中

略 ）社会 的 適 応 と い う こ と も
，

こ う した こ とを基礎に した もの と考 え れ ば，適応性 の 高 い 子 どもの 方が

望 ま しい こ と は当然 で
， 社会的適応 とは搾取的体制の 中に は め こ む こ とで ある とい うよ うな言い方は ，

きわ め て 歪 曲した考え方で あ る と思 う。

続い て ，杉田 もまた ，次の よ うに批判を して い る 。

　精神薄弱児の 教育が，そ の 社会的自立 と 自己実現 を指向して い る こ とは言 うまで もな い 。 （中略）精

神薄弱児 の社会的自立 は ，具体的な 生活を確実 に し，そ の 属す る社会 で の 社会的存在 として の 社会化炉

強調 され る もの で あ る 。
こ の た め ，まず ，基本的な生活習慣 の 確立 ，そ の 属す る社会 へ の 適応がとりあ

げられ るの は当然で あろ う。 （中略）能力 の 低 い 人 ，障害 を もつ 人たちの 教育を ， 低賃金 で 易 々．と して

働く人た ちに 型 は め に して 差別に甘 ん ず る人間をつ くるもの と考え，む しろ こ れらの 解放を特殊教育の

眼 目 と L．て 主張す る人 た ち もあ る。た しか に
， ひ とつ の 必然的な 姿 として あ る型 を前提 し，適応べ っ た
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り主義 の や り方 は 批判 さ れ るべ き で あ ろ う 。 しか し
，

ロ ビ ン ソ ン ・ク ル
ー

ソ
ー
的人間 に 対 し，具体的な

生活建設を もた な い 観念 的な 俊寛的 な 型 は ，もと もと精薄児の 最 も不得手な こ とで あ り，彼 らの 生存 の

基底を自らくずして ゆ くもの で あ る 。 生活者として の 具体的，意欲的な もの は確実 に つ み上 げて ゆ くよ

う に した い。

　こ う した両論の 対立 の なかで ，全面発運論的発達観に立 つ 目標論は ，50年代に入 っ て漸次現

場 に 浸透 して い っ た
軌

　現場の 状況を全国的観点で と らえ る こ とは至難で あ るが t そ の
一
端を概観で きる もの と して

国立特殊教育総合研究所の 『特殊教育諸学校 ・教育研究所等 に おける研究課題等の 調査報告』

が ある 。 同報告の 50年度以 降に おけ る研 究課題を全面発達論 （以下，発達論 と略す）的立場で
　 　 　 　 　 　  

検討 した とき J 発達論的観点に 立 つ 課題が急増 し，特に 50年度後半に そ の 傾向が顕著とな り，

しか もそ の 内容に若干 の 変化 も現われ る 。 すなわち、当初 の 発達論で 主唱された 「無限の 可能

性」か ら
一

歩後退 した 「発達実態に即 し、可能 な限 り最大限の 発達を図 る」 と い う即応 ・ 促進
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 關

の 教育理念 が ，重度 ・重複児童 ・生徒対象に 唱え られ るよ うにな っ た。

　
一

方 ，社会 自立論 （以下 ，自立論 と略す）的立場に立つ 研究課題 も少な くはな く，決 して発

達論に押 されて消滅 して しま っ たわけで はなか っ た 。 しか し，現場で は ，こ の 立場に おい て も，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ｛41｝
対象児童 ・生徒を中 ・軽 度障害に考 え よ うとする傾向が強 くな っ て い た 。 つ ま り，重度 ・ 重複

障害は発達 論的立場で ，また中 ・軽度障害は 自立論的立場で 構築 しよ うとす る姿勢が強 ま っ た

よ うに 思われる 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔 

　 また50年代には ， 両論 の 融合，あ る い は連合 された課題 さえ も登場 し，注 目され た 。

　以上 ，現場の研究課題 を中心 に ，自立論 と発達論を概観 したが ，精神薄弱教育に こ の 発達論

が登場 した主要な契機は ，先 に も述べ たように対象児童 ・生徒の 障害の 重度 ・重複化の 強 まり

で あ り，そ の 登場 は ，従来の 自立論に反省を加 え ， 重 度 ・重複児教育の 目標設定 IC新 しい 方向

を示唆 した もの と して 注 目すべ き こ と で あ っ た 。 今後 ，こ の 両論が さ らに対立 を深め て い くの

か ，あ る い は上記の傾向で 定着 して い くの か な ど ，そ の 動向に強い 関心 が寄せ られ て い る。

　   　学習指導要領の 改訂と そ の 特徴

　46年 3月改訂された 45年度版学習指導要領は，小学部が 46年 4 月 ユ日か ら，中学部が47年 4

月 1 日 か ら施行 された 。 また こ の要領は ，54年 7 月再び改訂 された。こ の 54年度版 学習指導要

領は ，55年 4 月 1 日から各学部がそ れぞれ学年進行を もっ て 実施に移 され，現在に 至 っ て い る 。

以下 ，r養護学校 （精神薄弱教育）学習指導要領解説』張び r特殊教育諸学校学習指導要領解
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 働

説
一

養護学校 （精神薄弱教育）編
一

』を参考 ic，それぞ れの 特徴を検討する こ と に した い
。

　   　45年版学習指導要領の特徴　　　　　　　　　　　、

　 こ の 改訂版 の 特徴に は，以下に掲 げたような い くつ か の 特徴が見 られ たが，最 も注 目す べ き

こ とは ，生 活科と養護 ・訓練領域の 新設にあ っ た とい え るだろ う。

　 ア ．37年度版学習指導要領の教育目標を精選 し，こ の教育独自の 目標にまとめた 。 すな わ ち ，

旧要領の 一般 目標 8 項 目及び具体目標27項 目を小学部 5項 目，中学部 2項 目と した 。

　 イ ． 「日常の 生活習慣を確立 し 、 集団生活へ の 参加に必要な態度や技能を身に つ け，社会や

自然の しくみ や はた らきな どに つ い て 理解 をもたせ ，社会 自立の ため の基礎的能力 と態度を養

う。」を 目標 と した生活科が ，小学部に新設され た 。
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　ウ ．37年度版学習指導要領で は ，・教科内容が小学部 3 段階 ，中学部
一

括の 4 段階 に分けられ

て い たが ，改訂版で は，小学部 と中学部の 2段階に分 けられた 。

　 エ ．養護 ・訓練が ，領 域 の
一

つ として新設 され た 。 こ の 養護 ・訓練は ，精神薄弱教育養護学

校以外の 特殊教育諸学校 に従来か ら設 けられて い た領域で あ っ た 。 改訂後 ，先に褐 げた生活科

と ともに そ の在 り方に 関す る活発な研究が行なわ れ る 。

　オ ．従来統合で きる領域は各教科，特別活動，学校行事 と規定されて い たが ，改訂に よ り道

徳が加 え られ た 。

’

　カ ．学習指導要領を捕完するもの として ，「養護学校 （精神薄弱教育）小学部 ・中学部学習

指導要領資料』が作成された 。 こ の 資料は 、教育課程 を編成す る隙，各教科 IC具体的な内容を

提供 した 。

　   　54年度版学習指導要領の 特徴

　こ の 学習指導要領の 改訂は，小学校 、中学校及び高等学校 に おける学習指導要領の 改訂方針

に基づ い て 行 なわれた もの で ある 。 従 っ て そ の 内容は ，一般の 教育にお ける教育課程改善の ね

ら い を達 成 し，し か も障害児童 ・生徒の 教育的特性を も考慮 し た もの とな っ て い た。精神薄弱

教育に 関す る改訂の 特徴を まとめ ると，
−
概略以下の よ うで ある 。

　ア ，前要領 の 独自の 目標が ，特殊教育諸学校共通 の 目標 に改め 亀れた 。

　 イ ．道徳教育及び体育教育が ， よ り重視 されるよ うにな っ た 。

　 ウ ．小学部高学年及び 中学部に お ける各学年 の 総授業時数が ，10％削減 され た 。

　 エ ．訪問教育 に お ける教育課程編成に つ い て の 特例が設 けられ た。各教科及 び各 領域の 目標

や 内容 の一部 ，または各教科 ICかえて 養護 ・訓練を主 として 指導が で きる こ ととな っ た 。

　 オ ．小学校及び中学校 と の交流教育を促進する ため の 配慮が な された 。

　 カ ．児童福祉施設及び医療機関 との 連携を密にするた め の 配慮がなされた 。

　 キ ．各教科の 目標及び内容は ，中度 ・重度の 児 童 ・生徒を対象 とした もの とな り ，各学部そ

れ ぞれ 全学年総括 した もの とな っ た 。 ま た 「指導計画の 作成と内容の 取扱い 」が精選 され た 。

なお各教科の 具体的内容が ，小学部か ら高等部 にわたる 5 段階形式 IC改め bれた 。 すなわち，

従来 の学年段階別が 発達段階別に 改あ られたの である 。

　 ク ．道徳の 目標及 び内容が ，改善され た 。

　 ケ ．特別活動の 目標及 び内容が 改善 され ，小学校，中学校及び地域社会 との 交流 を積極的に

推進するよ う，に示された。

　 コ ．
』
養護 。訓練の 「指導計画の作成と内容の 取扱い」 に関す る事項が ，精選 された 。 精神薄弱

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

教育養護学校に お け る養護 ・訓練 は 1 「発達の 遅れよ りは発 達の 偏 りに 対応す るため の 領域」

と して位置 づ け られ た 。

　 以上 ，
2 回に わ た る改訂版 の 主 要な特徴を概観 したが ， 注 目すべ き こ とは ，それ ぞれが それ

」

それ の 時点で ，対象児童 ・生徒の 障害の 重 度 ・重複化に対応 し，現実に 即応 させ た点に あ っ た

とい え るだろ う。 荒川勇 も指摘 して い る ように ，い かに教育課程を弾力化 して も幾 つ か の 疑問

は ぬ ぐい難 く，「教育内容を多様な障害児の それぞ れの 発達や 学習上の 必要に即 して検討する
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1姻
こ と」 が ，現場にあ っ て い っ そ う必 要視され る こ とに な っ た の で あ る 。

2．　 体育教育の変容
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　先に 述べ た 2 回の 改訂 に は，対象児童 ・生徒 の 障害の 重度 ・重複化傾向促進に対する対応 ，

こ の教育 にお け う独自性 の 顕示 ，あ る い は他の 障害教育や
一

般教育 へ の 同調 な どが あ っ た 。 こ

う した事情 も踏まえ な炉ら
！

・改訂 版要領 と現場 に お け る実践指導（p変容を体育的視点か ら検討

を加え て い くこ とにす る 。

　（1） 体育教育に 関す る学習指導要領改訂の要点

　  　指導機会の 拡大化

　45年度版学習指導要領で は ，一般の 小学校及び中学校 と同 じく次 に掲げたような 「第 5　 体
　 黝

育」・が新設 され ，体育の 重要性ζ指導すべ き領域が明 らか に され た 。

第 5
’
体育

　健康 で 安全 な生活を営むの に必要 な習慣 や 態度 を 養 い．，心身の 調和的発達 を 図 るた め ，体育 に 関す る

指導 に つ い て は ，児 童または生徒の 心身の 障害の 状態 や 発達段階 に 即 して ，学校の 教育活動全体を通 じ

て 適切 に 行なうもの とす る 。

　時 に
t 体力の 向上 に つ い て は，小学部 の 体育科お よ び中学部 の 保健体育科の 時間は もち ろ ん ，特別活

動 お よび養護 ・訓練に お い て も，じ ゅ うぶ ん指導す る よ う配慮 しな け れ ばな らない。

　 こ の よ うに ，指導は学校の 教育活動全体に，特に特別活動や養護 ・訓 練 の各領域 に まで 及ぶ

もの とされた 。 さ らに 54年度版学習指導要領の 「第 1 章　総則」に は ，「日常生活 に お ける適

切 な体育的活動の 実践が促 され るよ う配慮 しな けれ ばな らな い 」．が付加 され ，学校の 教育活動

全体に とどま らず，日常生活 に お ける活動に まで 指導的意図が拡大 され た の で あ る 、

　  　教科 目標の 具体化 T
− 一 「手び き」を 中心 に

　37年度 版 学習指導要領で は ，体育科の 目標 は具 体的に示 され ，しか も そ れは独 自性の 豊 かな

もの で あ っ た。しか し45年度版及び 54年度版学習指導要領で は ，具体性 は弱ま り，一般的な健

康の増進 と体力 の 向上が 強調 され た の み とな っ た 。 そ の改訂 の 背景 に は ，37年度版学習指導要

領の 大臣通達か ら告示に 変わ っ た こ と に よ り，簡潔 に大綱 を示そ うと い う当局の 意図が あ っ た

もの と思われ る 。 こ う した事情もあ り；それを補完す る意味で 47年に精神薄弱体育関係者に よ っ

て r体育指導 の 手びき』 書が編集 され ，文部省に よ っ て 刊行 される。 それ に よ ると ，例 えば ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　　　　 ・
小学部体育科の 教科 目標は ，解説付きで 次 の とお り示されて い た 。

　適切な運動 の 経験や心身 の 健康 に つ い て の 理解を通 して ，運動 の 能力をで きるだけ伸ば y．t 健康 の 増

進 と体力 の 向上を図る とと もに
， 健康で 安全 な生活を営む態度 を養 う。

1　 適切な運動を行なわせ る こ とICよ っ て ，
そ の 能力をで き るだ けイ申ばし ， 健康な身体を育成 し ， 体力

　 の 向上を図 る。

2．運動の 方法や基礎的な技能を習得させ ，運動に 対する興味や 関心 を育て生活を明 る くする態度を養

　 う。

3　運動や ゲ
ーム を通 して 情緒の 安定を図 り，互い に協力 して 自己 の 役割を果たすな ど，集団生活に必

　要な能力 と態度 を 養 う。

4　身体的機能や運動機能 の 矯正，訓練な どを通 し
’t諸機能の伸長を図 る 。

5　 日 常生活 に おげる 健康，安全 に つ い て 関心 を もた せ ，健康 に つ い て の 初歩的 な知識 ∫技能を習得さ

　せ ，健康で安全 な 生活 に必要な能力や 態度を養 う。
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　こ の よ うに ，体育科 （保健体育科）の 目標は ，総括 目標 と具体 目標で 示 され ，45年度版は学

習指導要領の 目標を具体化 した もの に な っ て い た 。 そ こ に は ，37年度版学 習指導要領 と同 じく
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

’
　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　  

独 自性を打 ち出そ うとする姿勢が見 られ た 。 現場で もこ うした 目標は受け入れ られ て お り，こ

の 「手びき」 に掲げられた具体目標は，54年度版施行後 も継承 され て い っ た もの と考 え られ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 啣 　　　　　　　　　　　働

しか しなが ら，50年代後半期 に は ，東京都立小岩養や長崎県立久原養に も見 られたよ うに ，各

校独 自の具体化され た 目標も設定され るよ うにな り，学習指導要領の弾力化とと もに 目標の 具

体化が強ま っ て い っ た 。

　  指導 内容の 実態 へ の即応化

　 r体育指導の 手びき』 を参考に して45年度版学習指導要領を 37年度版学習指導要領と比 較 し

た とき，45年度版に は ，概略次の よ うな改訂点が見 られた 。

　ア ．体育科，保健体育科と もに 6運動領域が設定されて い たが ，r体育指導の 手 び き』に よ
」

れ ば ，体育科 に矯正補強運動が ，ま た 保健体育科に 格技 ，ス キ ー，ス ケ
ー

ト及び矯正補強運動

が ，それぞ れ補完的な運動領域として示 されて い た 。

　 イ ．領域別の 指導項 目に 関 して ，削除 と補充がな された 。 すなわ ち，37年度版学習指導要領

に おける指導項 目が 「発展段階的に 」再構成された の で ある 。 特に それは ，水泳 ボ ール 運動

及 びダ ン ス に お い て 顕著 で あ っ た 。

　 ウ ．37年度版学習指導要領よ りも領域別 の 指導項目の 程度が ，さ らに
一

段低 い 段階に下げ ら

れた 。 例えば，こ の こ とは ，陸上運 動に お ける走距離や 走時間の 短縮や 軽減 に見 られ た野
　 工 ．保健に関す る内容 は ，新設の生活科で 指導する こ ととな っ た 。 ただ し，保健体育科で は ，

従来 どお り保健に関する内容が取 り扱われた 。

　以上 の 各項 も示すよ うに ，45年度版学習指導要領 における体育科 （保健体育科） の 指導内容

に 関す る改訂 も，他教科 と同 じ く障害の 重度 ・重複化 、あ るい は学校や学級の 教育的な実態 に

即応 させるた めの もの で あ っ たとい え よ う。 こ うしt 対応策に よ っ て 教育的な問題点が
一応解

決 したか に 見えたが ，就学児童 の 障害 の 重 度 ・重複化傾向は さ らに 速度を速 め ，強 ま っ た の で

あ る 。，そ の 結果 ，従来経験 しなか っ た問題 も生起 して 新 たな教育的対応が求め られ るよ うに な

り，45年度版学習指導要領で は対応 しきれな くなる 。

　 54年度版学習指導要領で は ，こ の 重度 ・重複児童 ・生徒に即応 した柔軟で 弾力性の あ る指導

を行 な うた め に ，これまで に なか っ た簡略化が 断行 された 。 体育科で は， 3 段階方式力擁 止 さ

れ ， 運動領域別の 指導項目もな くなる 。

　 以下に 54年度版学習指導要領 に おける体育科及び保健体育科の 内容 と ，「指導計画 の 作成 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 砌

各教科全体にわた る内容の 取扱い 」を示すと，次の とお りで あ る。

　体育科 の 内容

（1） 歩 く， 走る ， 跳ぶなどの 運動を楽 しく行 う。

  　固定施設や器具 ・用具を使 っ た遊び ， 水遊び な どの 運動をす る。

（3） きま りを守 り，み ん な で 仲良 く，安全 に 運動をす る
’
e

　中学部保健体育科の 内容

｛1） 自己 の 体力 に 応 じた体操 を す る。

  　簡単な ス ポー
ツ や ダ ン ス な どの 運動をす る。

（3｝ き ま りを守 り，互 い に協力 して ，安全 に運動をする 。
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（4） 保健
・
に 関す る初歩的な事項を理解す る。

　 高 等 部 保 健体育科 の 内容

ω　体操 ，個人的ス ポー
ツ ，集団的 ス ポ

ー
ツ ， 格技 ，ダ ン ス などの 運動をす る。

  　進ん で 規則を守り，・互 い に協力 して ，安全 に運動する 。　　　　　　
’

  　保健に関する 基礎的 な事項を理解す る 。

　指導計画 の作成 と 各教科全体に わ た る内容 の取 扱 い

1　各教科の 内容の 全部若 しくは
一部を合わせ ，又は各教科，、道徳 ，特別活動及び養護 。訓練 の 内容の

　全 部若 し くは
一

部を統合 して 指導計画を作成するに 当た っ て は ， 個 々 の 児童 の 実態 に 即 して 適切 に 工

　夫す る 。

2　指導計画の 作成 に 当た っ て は ，児童の 精神発達の 遅滞 の 状態や 経験等を考慮 しな が ら ，実際に指導

　す る事項を選定し，配列 して ，効果的な指導を行う こ とが で きる よ うに配慮する。

　54年度版 学習指導要領で は ，こ の よ う に指導内容 は極め て 簡略に 示
1
されて い た 。 そ の 姿勢の

背景に は ，例え ば ，高等部の 運動領域の 設定，ある い は そ の 「内容の取扱い 」．も示すよ う に ，

一般諸学校学習指導要領へ の 準拠 と，重度 ・重複化 に対する対応策 として の 弾力性 の ある指 導

を可能にするた め の 模索が あ っ た もの と考え られ る 。 従 っ て 、現場で は ，ζうした学習指導要

領の趣 旨を受けて教育課程編成の ための 自主的研究が ，50年代後半以降再び活発化する こ とと

な る 。 こ の 動向は ，30年代前半の それ と異質な もの で あ っ た が，新 しい 重度 ・重複化 とい う教

育現実 に庫面 しだ精神薄弱教育が再び新 しい教育を求めて 苦悩 し始めた こ とを意味 して い た 。

　  　現場に おける体育教育の 変容

　現場 の 体育教育 に おける障害の 重 度 ・重複化に 対す る対応 に 関 して ，『特殊教育 諸学校 ・教．

育研究所等 に おける研究課題 等の 調 査報告』 を中心 に ，そ の
一

端を明 らか に した い 。

　  　発達論的立場に立っ 体育教育の普及

　障害の 重度 ・重複化が強 まるなか で ，こ の教育を発達論 的立場か ら見直ぞ うとする動 きが生

起 した ことに っ い て は前述 の とお りであ るが ，体育教育にお い て も例外で はなか っ た 。

　40年代後半期の 体育事情 は，半場正信の r精神薄弱児の 体育指導腎，文部省の r体育指導の
　 　 　 働 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　   　　　　　 　　　　　 　、
手びき』 及 び木庭修

一 ・斉藤義夫 ・植野善太郎の 「精神薄弱児 の 体育指導』 な ど に よ っ て も明

らか の よ うに，発達論的立場の 弱 い もの で あっ た。勿論，それぞれが 「発達段階に応．じ疼指導」

を指向して い たが ，その立場は社会 自立論 ・社会適応論的立場の 強い もの であ っ た 。 しか しな

が ら，50年代 に入 ると，発達論的立場に立 っ て 体育教育に関す る諸問題を検討 し始め る学校が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 翻

増加   そ の 後糊 こは そ噸 向力‘さ ら噸 著 となる ・ そ の 状況は消 時干哘 され奮鱒 書や

諸報告，あ る い は 『特殊教育諸学校 。教育研究所 等に お ける研究課題等の調査報告』 に おけ る

精神薄弱部門の各年度研究課題報告を検討すれば明 らかで ある 。 以下に発達論的立場に 立 つ 各

年度研究課題報告 の 若干 の 事例を挙げて お こ う 。 た だ し，こ の 事例は上記 報告書か ら無作為で

取 り上 げた もの で あ り，そ の 報告数は後半期以 降急増 して い る C・とを付記 して お きた い 。

　岩淵吉助 ，「予 ど もの 発達 に 即応 した指導内容を求 め て の 資料作 り（体育科 ， 図工 美術科）」（50年度

前掲報告 ，4021）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
“t

　浅野幸
一

，「じ ょ うぶ な体をつ くり ， が ん ばる力を つ け る 」（51年度前掲報告 ，
4158）

　斉藤均 ほ か，「ボ
ー

ル あ そ び に っ い て の 発達段階別指導法 の 考察」（52年度前掲報告 ，4134）

　中山泰子 ，「か らだの 発達を促す指導 に つ い て 」（53年度前掲報告 ，4105）
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　前島和樹 ，「ひ とりひ とり
1
の能力 に応 じた 学習指導 ， 体育科を中心 に 一

指導段階表
一

」（54年度前

掲報告，4219）

　酒井保，「ボ
ール 遊び に お ける段階的指導」（55年度前掲報告 ，4067）

　野 口 雪子 ， 「障害 と発達 に 応 じたか らだづ くり」
「
（56年度前掲報告，4161），長野順治，「発達段階に応

じた体育指導
一

ボ
ー

ル 運動
一

」（56年度前掲報告 ，4382）

　安保淳，「
一

人 ひ とりの 発達 の 課題 に 即 した体力づ くりの 研究」（57年度前掲報告 ，・4060），牧野正澄，

「ひ と りひ とりの 発達段階をふ まえた指導」（57年度前掲報告，4394）
’

　谷 田 利男 ，r発達段階をふ まえたグル
ー

プ体育指導」（58年度前掲報告，4497），岩切明 ・安永方人，

「発達段階 に応じた能力を育て る ための 教育の あ り方
一

児童 ・生徒の体力向上をめざ して
一

」（58

年度前掲報告，4688）

　明田昇 ・石丸勝三 ，「ひ とりひ とりの能力，特性を的確に把握 して 心身の 調和的発達を図る指導 の あ

・
り方を探る 一 運動を通 して の 全面発達を促す指導方法の 研究一 」（59年度前掲報告 18410050 ），稲垣

和雄，村越本津美 ， 「rか らだ 』の 指導 ｝こつ い て
一

教育課程作 り
一

」（59年度前掲報告 ，
84115鋤

　   指導計画の多様化
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 働

　 40年代半ば頃に丹野由二 は ，「精神薄弱児教育 に おける最近三 力 年 の 研究 課題傾向調 査」 の

なかで ，『教育課程の 編成』 と 『教育課程の 再検討 「改訂』 とに関する課題数を比 較す る と，

昭和42年の 11対 5 か ら昭和44年 の 9 対 10に変わ っ て ぎて い る」 こ と，さらに 「特に 『保健体育』

は そ の 増加 が 目だ っ て い る こ とを指 摘 して い る 。 また彼 の 報告 によれ ば ，そ の 保健体育 に関す

る課題内容は指導法と指導計画に関するもの が 多く，特に 教育課程改編 に関する もの が増加の

傾向を示 して い た 。 こ の よ うに 障害の 重度 ・重複化が進め ば進むほ ど，か らだ の 問題を取 り扱

う体育教育の 教育問題化 は，当然な こ とで あ っ た とい え よ う。50年代に入 り，そ の 傾向は さら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

に強ま り，実態 に即 して の 指導計画の改編が繰 り返 され て い くこ とにな る 。 こ うした指導計画
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 緲　　　　　　 翻

の 加除，修正の 過程で ，多様な指導計画が編成 されるよ うに な っ た 。 井藤厚子や虎尾剛哉の 報

告に 見 られ るよ うな学部の 体系化を 目指 した全体的計画 は い うまで もな い が ，以下に示す よう

な特殊指導計画が編成 された 。

　 ア ．個別指導計画　従来か らも強調 されて き た個別指導は い っ そ う強調 され るよ うにな り ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 闘 　　　　　　　　緲

個別的な指導計画の 編成 ICまで進展 した 。 例えば，北見徳治や大久保猛次の 報告の ように ，発

達課題を中心 とした個人別指導プ ロ グラ ム が ，先に述べ た全体的指導計画 と並行 して編成され

た 。

　 なお こ の 個別拙導計画 の 編成に 貢献す るもの として ，ICAN プ ロ グラ ム の 導入が あ っ た 。

こ の プ ロ グ ラ ム は ，1976年 ミシ ガ ン 州 立大学 の ジ ャ ネ ッ ト ・A ・ウ ェ ッ セ ル （Janet　 A．

Wessel）によ っ て開発されたもの で ある 。 日本特殊教育学会第 23回大会 におい て ．石井正春 ・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

桑原浩が ，そ の 概要を紹介 し，こ の プ ロ グラ ム によ る実践報告を行な っ た 。 彼 らの 実践は試行

的な もの で あ っ たが 、以後追跡研究が 継続されて い くこ とに よ り，こ の ICAN 方式 が よ り

適切 な個別 指導計画の 編成に役立 っ もの と期待 された 。

　 イ．指導形態別指導計画　 こ の指導形態別の 指導計画編成の 動きは決して 新しい 動きで はな

か っ たが，・40年代後半期以降には，従来 と異なる体育 的指導形態 （遊び学習やか らだ学習）が

、実践される とともに ，い っ そ うこ の 種の 体育的指導計画の 編成が活発化 した 。 新 しい 事例と思

われる報告は多々 あ るが ，こ こでは そ の 若千を指導形態別 に掲げて おきたい 。
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1− ’

　　　 遊 び 学習 （統含的学習） に 関す る事例 ：大槻尚之 ，「障害の 重度化 ・多様化に対応 した 教育を め ざ し

　　 て
一

教育課程の編成
一

」 （52年度前掲報告，4037），徳本誠隆，「ひ と りひ と りを 大切す る 遊び の指導」

　　　（52年度前掲報告 ，4371），柴 田 忠
一

t 「基礎的諸能力 を 育て る遊 び学習は ，ど うあ れ ば よ い か 一 運 動

　　 機能，社会性を育て る あ そ び学習
一

」’（54年度前掲報告，4451）

　　　 遊び の 指導 （日常生活指導） に関す る事例 ：渡辺孝行，「遊び の 指導 （小学部）」（54年度前掲報告 ，

　　 4206），中川 博 允 ，「遊び活 動 の 年 間 指導計画作成 」 （54年度前掲報告 ，
4491）。

　　　 か らだ 学習 （統 合的学習） に関す る事例 ：近藤伸繭 ほ か ，r教 育課程の
二

つ の 領域 と して rか らだ」

　　 を ど うと らえ，どう実践 して い くか」（55年度前掲報告 ，4364），沼本和彦，「能力別 に よ・る 1 ・ 2組 （重

　　 度グル ープ）の 指導」 （56年度前掲報告，4439），井上直英，「教育課程の 見直しと授業の 改善
一

か らだ ・

　　 こ とば ・しごとの研究領域を通 して 一 」 （57年度前掲報告 ，4094）
・　　　 合同体育活動 （生活単元学習） に 関 す る事例 ：竹腰総一，「生活単元学習に お け る合音 ・合体の 指導

　　 法の 研究」（52年度前掲報告 ，
4318），佐藤文円，「体力づ くりの ため の 計画およ び指導実践はどうあれば

　　 よ い か 一
ゆ と りの 時間 に お け る合同体育 に つ い て 一

」（57年度前掲報告 ，
4059）　　　　

』

　　ウ ．発達論的視点に 立 つ 運動プ ロ グラム 　 こ の指導計画 は，運動や遊び活動を発達的視点か

　ら明 らか に し，重度 ・ 重複化の実態に対応 しよ うと した もの で あ っ た 。 そ の実践事例の 多くは ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　   　　　　　　　  　　　　　  　　　　　　   　　　　　   　　　　　　　　　　　　　 

例えば，福岡文恵，江 島千代，高本進，平 田保則，酒井保 ，ある い は加賀谷恵子 な どの 実践報

告 に も見 られ るよ うに， 0 歳か らの 発達診断表や発達段階表に よる指導段階表に よ っ て 指導さ

　れた 。

　　  　指導形態 の 模索

　 前項で も述 べ たが ，40年代半ば頃か ら顕現化 した新 しい 指導形態の模索 はそ の後 も続 き，あ

る もの は
一部の 学、校で 教育課程の な かに位置づ けられてい っ た 。 こ うした 指導形態の うち ，体

育教育 と深 く係わ りを持 つ と考 え られ る指導形態 に は ，次の よ うな もの が あ っ た 。

　　ア ．か らだ学習　53年 ，大阪教大付属養で は ，「す べ て の 子 ども にすべ て の 学校行事 を」の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　 囲

取 り組みを発展 させ ，教育課程に 「か らだ，生活 ，文化 ，・創造」 の 4 領域を設定 した 。 こ の か

　らだ学習の 設定の 理 由は ，従来の 「教科 r保健 ・体育』
’
で は ，技術の 獲得 ，知識の 習得 ，態度

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ズ

の 育成 ，習慣 の確立がね らい の主 なもの とな り，身体活動 と人格形成の かかわ りは明 らかでな

　く，ま た ．運動発 達 と精神発達 の 関係が 十分解明 さ れ て い な い （中略） こ の よ うな F保 健 ・体
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

育』 の 活動 は ．重 度 ・多様化 した子 ど もの 実情に そ ぐわな い 」点 に i6 っ た。同校 に お ける こ の

か らだ 学習 の実践は ，重度 ・ 重複児教育の 新 しい 指導形態の 在 り方と して 多 くの 学校の 関心を

呼んだの で ある。そ の 後 ，こ の学習を導入する学校 も漸次増加 し，重度 ・重複児教育の教育課

　程の なか に位置づ け られ て い っ た 。 例えば，山形大付属養璽所 沢養劉滋賀大付属養璽兵庫県立
　 　 　 　 　 　 圃　　　　 　　　　　 　　　　 剛

　こ や の 里養 ，ある い は京都府桃山養な どの 各校 に そ の 事例を見 る こ とが で きる 。

　　イ ，養訓 的体育学習　養護 ・訓練と い う領域は45年度版学習指導要領に初めて登 場 した領域 、

　で あ る 。 こ の ・養護 ・訓練 （以下 ，
’
養訓 と略す）は ，「児童 または生徒の 心身の 障害の 状態を

　改善 し ，ま た は克服 する た め に 必要 な知識，技能 、態度お よび習慣を養い
， もっ て 心 身の 調和

　的基盤を つ ちか う1 こ とを 目標と し，「心身の 適応 」，「感覚機能の 向上 」，F運 動．機能の 向上 」’
　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　  

　及び 「意志 の 伝達」の 4 項 目か らな っ て い た 。 こ の 領域 は他 の 特殊教育諸学校 に おい て 既 に実

　施 されて い た領域で あ っ た ことか ら，45年度版学習指導要領 の公示以来 ，そ の 受け とめ方 につ

　い て の 活発な論議 と実践的研究が な され るよ うにな る 。 54年度版学習指導要領公示後 は ，他の
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特殊教育諸学校 との基本的相違点 も明 らかに される 。 すなわち，精神薄弱教育に おける養訓は ，

　「発達の 遅れよ りは発達 の偏 りに対応するため の 特別な領域」 と して とらえ られ る 。

　養訓の 指導すべ き時聞は ，「学校の 教育活動全体を通 じて 適切に 行な うもの 」 と され ，体育

教育 も例外で はなか っ た。従 っ て 両要領 に は ，「体力 の 向上」 及 び 「健康 ・安全の 保持増進」に

つ い て 「（前略）養護 ・訓練な ど に おい て も十分指導す るよ う」 求め られて お り、養訓 と体育

教育 は深い 係わ りを持 っ て 進展 して い くこ と に な る 。 特 に体育教育 は先 に述 べ た養訓の 目指す

運動機能 の 向上 と密接 な関連が あ り，教科体育や体育的特別活動の 指導の なかで 養訓的効果を

期待す る こ とが少な くな い
。 また

一
方，養訓的立場か らも，重度 ・重複化の 強ま る に伴い 体育

的効果が よ り期待 された の で あ る 。 45年度版学 習指導要領施行後の 現場 に お い て ，養訓の 体育
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

化 ，あるい は体育 の 養訓化が指向されたと して も，そ れは当然な こ とで あ っ た と い えよ う 。 そ
　

’
　　 　 　　 ．　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 鱒

の 主 要な事例を若干挙げると ，例え ば，松本養 の 「養護 ・訓練的 体育」，日立 養 ・助川 分校 の
　 　 　 　 　 　 　 　  1｝　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　 國

「機能訓練的体育」，青鳥養の 「矯正体育」及び 「音体」，市 川市立養の 「矯正体育」及び 「補

強体育」な どがあ る 。

　 なお，50年代に入 ると，こ の 養訓 的体育学習の 関連 目標 として ，「動 きづ くり」や 「か らだ

づ くり」が 登場 した こ とを付記 して お きたい 。 こ うした 目標の もとで指導する学校は50年代後

・半期に増加傾向を示 したが ，こ の こ とは，「障害の 重 い 子 の 体力づ くり」 の 方 向を示 唆す るも

の と して 注 目すべ き動 向で あ っ た。

　 ウ ．遊 び指導 と遊 び の 学習　遊びの 指導は文字どお り遊びそ の もの の 指導であ り，遊び学習

は遊び を手段 とした統合的学習で ある 。 いずれ も，・「遊びの もつ 自由性 ，自主性，集団性 ，活

動性と 、 遊びに対す る児童 ・生徒の 本能的興味や 関必を期待した指導掣で あり ， しか も戦後
一

．

部 の 学校で早 くか ら取 り入れ られて きたもの で あ っ た 。 こ こ で は ，こ の 遊び に関す る新 しい 動

向に つ い て 若干述べて お きた い
。

　 40年代後期 ，特に 50年代に 入 っ て の 障害 の 重度 ・重複化傾向 の 強 まるなかで ，「従来生活単

元学習，作業学習 ，教科学習を中心 に指導が行われ て きたが ，課題意識の 乏 しい 子 ども等 ，障

害の 重 い子 ど もに と っ て は ，従来の 指導形態 で は対応 で きな くな っ て きた」 の で あ る 。 そ の 結

果 ，遊び に 関す る教育的価値を再認識 しよ うとす る動きが ，全国的に活発化す る 。 例え ば ，r特

殊教育諸学校 ・教育研究所等における研究課題等の 調査報告』 に よ っ て も，遊びに 関す る課題

報告は ，50年代末期 に か けて 顕著 な増加 を示 して い る 。 そ の 内容を概観すると ， そ の 多 くは 、

遊 びの 文献的研究か ら始め て 児童 の 遊びに つ い て の 観察 ・
調査を行な い ，遊びを系統化 ・組織

化 して 実践指導を した り t あ るい は遊び学習へ と発展 させ て い くとい う傾向を示 して い た 。 っ

ま り，こ こ で は，遊 び の 指導は ，遊 びの学習の前段階的指導と して位置づ け られた り，ある い

漿？謙 灘劉鸞 讙 碧あ緇 才警灘 灘響鋸冪
を初 め と し燉 科轄 牲 活暫 轄 瀁 訓や覯 1膕 の 灘 の なか で

響礫 の 一
゜ と して

位置づ けられる傾向が出始め た 。 教科体育で も，「体育遊 び学習の 在 り方」が再検討 され ，身

体的な遊び学習は ，遊びの 指導とともに教育課程の なかで 重要な指導形態 として位置づ けられ

る傾晶従来以上 颱 ま 。 た。

　   運動 に 関す る測定法改良 の動 き

前述 の r体能 導の 手び黜 、よれば，「現在行な われて い る測定髄 あげるコ t述 べ て ，
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一

以下に掲 げる測定法を挙げて い る 。

ア ．幼児 の 運動能力テ ス ト （教育大学体育学部体育研究室編）

イ．小学校の ス ポー
ツ テ ス ト （文部省）：運動能力テ ス ト，体力診断テ ス ト

ウ ，ス ポ ーッ テ ス ト ご運動能力 テ ス ト
， 体力診断 テ ス ト，競技種 目 別 テ ス ト

エ ．運動適性検査 （日本体育学会）

オ ．運動機能 の 測定

力 ．狩野広之式運動機能発達検査 （労働科学研究所編）

また木庭修
＿ ．斉藤義夫 ．鯛 善太郎 も r精1申鰯 児の齲 鱒 覧 なか で 上言己の 測定法

と類似 した測定法を紹介 して い る。
これ らの 報告な どか ら，40年代の 現場で は ，上述の 測定法

が対象児童 ・
1
生徒の 障害程度に応 じて 実施 されて い た もの と考えて よ い だ ろう。　　　 一

　 しか しな が ら，上記の 測定法 も重度 ・ 重複化傾向の 強まりととも に適用 しがた くな り，現場

で は淑 良の 動 き継 始める．例え ば，八代ぜ 大塚鯊黻田大服 饕隔 谷ぜ 金沢大付属

ぜ 誑 林窰 舗 ぜ 森藤  兎讃 石川梶 譏 どに緬 る齪 法の 検討が それ で あ る 。

これ らの 学校で は ，既成テ ス トの 改良が行なわれた り，
t
あるい は新 しい 測定法の 開発が進め ら

れた 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’
　 　 　 幽

　
一方 ，学会で も ， 測定法 に関す る論議が起 きる 。 日本体育学会で は ，波多野義郎が新 しい測

定法の 試みを報告 L ，矢鯨 之誹 沢淳＿ 細
＿講 齪 法に嚇 る問題点を 指摘した eH

本鰍 教育学会で も 神篏 瀞動作 ス キ ル の 飜 度や体力躙 する診断方法に つ い て 報告し，

平沢 ＿ ．出和弘当噺 しい 測融 の 謡 を報告 した 。

　 な お t こ うした測定法 の 模索 の な か で T フ ェ イ ト，ホ
ー

リス F ．（Fait，　 Hollis　 E ，1913

− ）の ．『SPecial　 Physical　Education ； Adap 七ed ，　 Corrective，　 Developmenta1 』　（W ．

B．Saunders　Company ，1978）が ，57年大石三 四郎 （監） ・三 井淳蔵 （訳）に よ っ て 紹介 さ

れる 。 和訳された r心身障害児の 体育 ・ス ポ ー
ツ 』 に は ， 重度精神薄弱児の 基礎的な運動能力

を評価す る鱒 の 「テ キ サ ス 修正 。 。 イ ト薙 礎翻 能 力テ ス ト」 （B ．　 M ．　 P．テ ス β
鋼
が

紹介 されて い、た 。 こ の テ ス トは ，「身体的障害の な い IQ，　 o か ら34に属す る重度 精神薄弱児

の 鱒 樋 切な基礎艇 動能加 掟 用 と しd 夫され た も讃 で あ り．以 下に掲げた 2。晶
（1項 目 5 段階評価 ）の 内容か ちな っ て い た 。

　歩行 ，プ ッ シ ン グ （車椅子 1）， 階段昇 り （4 段 の 台 を 用 い て ）， 階段降 り （4 段 の 台 を用 い る ），よ じ

登る （4段 梯子かキ ャ タ ツ 使用），運搬 （折 りたたみ椅子を折 りたたんで 使用），プ リン グ （車椅子 H ），

走 る，捕球 （25 フ ィ
ート距離か らお 手玉 を 投げる ），は う ，飛 び降 り （18イ ン チ の 高 さか ら両足を そ ろ

えて），投げる （オ ーバ ーハ ン ドで ソ フ トボール 3 回）一，打つ （プ ラス チ ッ クバ
ッ 小 で バ レ ーボ ール を），

前転，蹴る （サ ッ カーボー
ル ），動的平衡 （靴をは い て 4 イ ン チ の平均台の上で ），ぶ ら下が る （鉄棒に

両手で ），ボール を よける （15 フ ィ
ート離れた所から転が っ て くる大きな ボ ール ），静止平衡性 （靴をば

い て 片足立 ち），跳 躍 （立幅跳びを 3 回行 う）

　こ の 測定法 は ，先 に も述 べ た よ うに
， 身体的障害を もたな い 重度精神薄弱児を対象と して い

る点で 測定上 の 限界をも っ て い たが ，わ が国の 重度精神薄弱児を対象 と した運 動能力測定法に
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鶺 義な祓 を与え た もめと考え られる ・ 「生存性の 体力 し歯 ち合わせ ない 」嚇 欟 申鰯

児 （者）の 場合に は，「行動性 （活動性）の体力 ・運動能力を知 る の は極め て困 難」 な こ とで

あ る が ，こ れらの 児童 ・生徒に対する よ り適切な測定法の 開発 と，そ の 標準化が望 まれた 。

　以上 で 40年代半ばか ら50年代に か けて の精神薄弱教育 ICお ける変容 と，そ れ に伴 な う体育教

育の 変容に関する論議を終えるが ，多様な重度 ・ 重複児童 ・ 生徒の 体育教育に係わる諸問題は ，

50年代におい て 解決を見たわけで はなか っ た 。 目標の 設定問題を初め ，その 内容や方法の 改善 ，

あ る い は測定 ・評価の 開発の 問題 な ど，60年代に か けて 多 くの 課題を残 した とい え るだろ う。

V 　 お　わ 　 り　 に

　本稿を終え る に 当 た り．こ れま で の 論議で得 られ た若于の 所 見をま とめ ，結語と した い 。

　（1） 精神薄弱教育界に おい て は ，40年代半ば頃か ら対象児童 ・生徒の重度 ・重複化傾向が強

ま り ，
こ の 教育の見直 し，問い直 しが始まる 。 こうした教育状況の もとで ，教育目標論に っ い

て の 論議が 始まり，自立論に対立する発達論は こ の教育に 一石を投じ ，体育教育に も大きな影

響を与え た 。

　  　学習指導要領が対象児童 ・生徒の 重度 ・重複化に対応 して 2 回に わ た り改訂 され ，体育

教育に お い て は ，指導機会 の 拡大化 ，教科 目標 の 具体化及 び指導内容の 実態 へ 即応 化が な され

る 。

　（3） 現場 に おけ る体育教育 に は ，個別指導計画 ，指導形態別 指導計画及び発達論的運動 プ ロ

グラム な ど に見 られ る指導計画の 多様な編成や ，か らだ学習 ，養調的体育学習，あ るい は遊び

に関する学習や 指導な ど ，新 しい 指導形態の 模索が始 まっ た 。 また
， 体育的実態を把握するた

め の 運動 に関する測定法改良の動 きも，重度 ・重複児童 ・生徒を中心 に出始め，適切な測定法

の 開発が課題 とされた。

　最後に ，本稿 に お け る史 ・資料収集に当た り，東京学芸大学付属養護学校教諭青木純
一

氏を

初め ， 石川 県立明和養護学校教諭竹田賢
一

氏及 び石川 県立愛育養護学校教諭堀暁氏の ご協力を

賜わ っ た の で ，こ こ に付記 し，感謝 の意 を表す る次第 で あ る 。

注 ，引用 ・参考文献

（1）全 日本特殊教育研究連盟 （編），日本 の 精神薄弱教育
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167

（4｝ 全 日本特殊教育研究連盟 （編），前掲書，第 4 巻，p．10，46
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（8｝ 全 日本特殊教育研究連盟 （編），前掲書，第 1巻 ，p．117
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’
例えば岩手県 や群馬県の 事

　 例 が 挙げられ る 。
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  　文部省，養護学校小学部 ・中学部学習指導要領精神薄弱教育編 ，教育図書 ，昭44 （第12版），p ．11，

　 同要領 を 37年度版学習指導要領 と略称す る 。

  　文部省 ， 特殊教育百年史 ， p．686
1
  　文部省，特殊教育諸学校小学部   中学部学習指導要領 ，慶応通信，昭50 （改訂再版 4 刷），p ．105，同

　 要領を 45年度版学習指導要領 と略称す る。

  　文部省 ， 特殊教育百年史 ，p．699− 704

  　文部省、盲学校 ，聾学校及び養護学校学習指導要領，大蔵省印刷局 ，昭54，同要領を45年度版学習指

　 導要領 と 略称す る 。

  　全日本特殊教育研究連盟 （編 ）， 前掲書 ， 第 2巻 ， p．250・、
  　全 日本特殊教育研究連盟 （編），前掲書，第 3巻 ，．p．48

  　清水寛 ・三 島敏男 （編），障害児 の 教育権保障，明 治図書 ，艚50，p ．215 ，こ の 研究会は ，日 教粗教

　 研大会の 障害児教育分科会か ら発展 した もの で あ る 。

  　清水寛 。三 島敏男 （編），前掲書 ， p，215

  　牟日本特殊教育研 究導盟 （編），前掲書，第3 巻 ，p．53

齣｝ サ ム エ ル ・A ・カーク
， 伊藤隆二 （訳編），特殊教育入門 ，

日本文化科社 ， 昭45 （第 3版），pp ．448−

　449，昭和40年の秋，カーク は ； NHK の 招きで来日 し，日本各地で講演し，従来の 「精神発育 が恒久

　 的に遅滞」 して い る とい う精神薄弱児発達観の 転換を迫 っ た。
・

  　飯野節夫 ，
ソ ビ エ ト障害児教育，日本文化科学社 ，昭42，p ．11 ， 飯野 は ，ソ ご

エ トの 特殊教育を紹介

　 し，「障害児の 知的 ，身体的発達 の 無限の 可能性」を主唱 した 。

B2） 赤松広政他 （編），共 に 育 つ
一

糸賀一雄講演集 ， 誕生 日 あ りが と う運動本 部 ，昭 45，　 pP ．13 − 14

闘　飯野節夫 ， 前掲書，p．11

翩　田中昌人 ，全面発達を保障す る 「障害児」教育の 創造をめざす運動 ，教育学研究，第36巻第 1号 ，pp．

　 50− 51，昭44

  　清水寛 ・三 島敏男 （編），前掲書，pp ．76− 85，な お金田は ，「発達 に は；外界 との カλか わ りの 中で

　 外界を操作する操作特性の 高次化の 方向 （rタ テ 』 へ の 発達）と，同
一特性の 中で の 交換性を高め る方

　 向 （『ヨ コ 』 へ の 発達）」とがあ ると指摘 して い る。

・  　三 木安正，「再び教育 の 可能性をめ ぐ っ て　それぞれ の ご指摘 に 答える」，精神薄弱児研究，第 138号 ，

　 pp．42
− 45，昭45

（3丁 杉田 裕 ，「精薄児 の 自立 に っ い て 」， 精神薄弱児研究 ， 第 119号 ，
．
pp ，2 − 4 ，昭43

』

  　国立特殊教育総合研究所 （編），特殊教育諸学校 ・教育研究所等 に おけ る研究言果顰等の 調査報告 ，国

　 立 特殊教育総合研究所 ， 昭51− 60，同前書の 精神薄弱教育部門 の 10年間 にお け る研究課 題 を検討 した 。
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　その 課題数は50年度278軍，
．52年度384題 ，54年度603題 ，56年度696題，58年度 847題で あ り，重 度 ・重複

　 児童 ・生徒対象の 研究課題が 課題数の 増加と並行 して増加 して い た 。

紛 国立特殊教育総合研究所 （編），前掲書，昭59，pp ．51− 121，例えば，57年度 の 報告で は ，「発達段階に

　応 じた （4160），ん に合わせ た （4056），〜に即した （4329）」：「發達を促す （4161），

〜を め ざす （4374），

　
〜を はか る （4399），〜に 即 した （4480），〜に応 じた （4357）」 な どを挙げ る こ とが で き る 。 な お ， （内

　 の 数は ，部門別通 し番号で あ る。

  　国立特殊教育総合研究所 （編〉，前掲書 ，昭51− 60，例えば，次 の よ うな事例 が あ る 。 「障害の 重度化 ，

　多様化 に 対応
』
した教育をめざして 一 社会自立を め ざ して 」（50年度前掲報告，4024〈部門別通 し番号

　または文献番号以下同 じ〉），「社会的 自立を目ざした教育の 内容とそ の 方法」（51年度前掲報告，4274），、

　　「精神薄弱児 の社会的自立 に 関する研究」（52年度前掲報告，4033），「精薄養護学校 におけ る進 路指 ig　一

　職業的自立 の た め の 計画と実践」、（55年度前掲報告 ，4134），
「一人 ひ とりが 自分を生かして働く力を養う

　授業を求め て
一

将来の 自立 を図る職業教育の基礎研究」（56年度前掲報告，4341），「精神薄弱児 の 社

　会自立 を 目指す教育課程は い か に あればよ い か 一
専門学科をお く高等部校 の 望 ま しい 教育課程」（57

　年度前掲報告 ，
4032），「『げん きで な か よ くが ん ば る子』 をめ ざ して 一 社会・自立をめ ざ す学習の 実践」

　　（58年度前掲報告、4466）

ω　渡部修治 ，
’
「特殊学級 に お ける 教育課程 の 実態 と そ の 考察 」 （4467），国 立 特殊教育総合研究所 （編），

　前掲書 ，p ．108 ，昭 58，渡 辺 は 特殊 学級の 目標 に つ い て 調査 し，「小学校で は 身辺 生活 の 自立 ， 中学校で

　 は社会生活の 自立 を志向 した もの が 多か っ た」 と指摘 して い る。内田幸雄 ，「ひ と りひ と りを生かす作

　業学習 は ど の よ うに 進め た らよ い か 」 （4201），国立 特殊教育総合 研 究 所 （編 ），前掲書 ，p．77 ， 昭 58，

　内田はダ 高等部 の 作業学習につ い て 「社会自立を 目指 した職業教育まで 発展させ るもの と ， 将来に わた っ

　て も保護を必要とす る生 徒の基礎づ くりと して の もの があ る」 と報告して い る 。 こ の よ うに ，高等部 に

　 お い て も中 ・軽度 の 生徒 と重度の 生徒に つ い て の 指導目標 に 若干 の 相違 が 見 られ た 。

幽　国立特殊教育総合研究所 （編）， 前掲書 ， 昭57− 59，例えば，次の ような課題研究 が ある 。 「ひとりの

　発達を促進す る中心課程と関連課程 の 研究
一

く中学部 ，中度児部会〉ひ と りひ と りの 発達 を促進 し，

　自立をはか るための ，
1

子供の 発達段階に応 じた生活単元題材 ，内容を どの よ うに組織 し実践するか」（55
’

　 年度前掲報 告 ，4525），
「ひ と りひ と りの 児童 ・生徒 の 諸能力の 理解 とそれ に 応 じた指導 は どう あ れ ば よ

　い か （後略）」（56年度前掲報告，4308），「ひ とりひ とりの課題 に そ っ た体力 づ くり」（57年度前禹報告，
．

　4178），．「『生きて 働け る力 』 を育て る教育課程は どう．あれ ば よ い か」（57年度前掲報告　4228）
圃　文部省 ， 養護学校 （精神薄弱教育）学習指導要領解説 ， 東山書房，、．昭53 （第 5版）

働　文部省，特殊教育諸学校学習指導要領解説一
養護学校 （精神薄弱教育）編一 ，東山書房，昭58

働　文部省，特殊教育諸学校学習指導要領解説
一

養護学校 （精神薄弱教育）編
一

，

1p
．63

  　文部省，特殊教育諸学校学習指導要領解説
一

養護学校 （精神薄弱教育）編
一

，p．19
「

働　卒部省 ，特殊教育諸学校小学部 ・中学部学習指導要領，慶応通信，・昭50 （改訂再版 4 刷），p．109

（491 文部省 ，盲学校 ， 聾学校及 び 養護学校小学部 ・中学部 ・高等部学習指導要領 ， 大蔵省印刷局；昭54，
．

　 PP ．1− 2　　　　　 、

 
．
文部省，体育指導の手びき

一
養護学校 （精薄）小学部 ・中学部用

一
， 東山書房 、 昭47，pp．9− 13

’
卿｝ 鈴木康光，「体育の 指導」， 精神薄弱児研究，第229号，pp．83− 84

， 昭52

｛51　東京都立小岩養護学校教育課程委員拿，「心身障害教育教育課程実験校第三 年次 の 研究発表を終え て 」，

　精神薄弱児研究 ， 第285号 ，p．62，、招57，同校で は．54年度か ら東京都教育委員会 の 委嘱を受けて
， 全 、

　校的 視野 で 研究 ・実践 に 取組ん だ。体育 （体育的あ そ び 。か らだ 。リズ ム ）で ば ，低学年部 ，高学年部

　及び中学部に分けて 目標 と留意点が設定さ れて い た 。 そ れ は ，学習指導要領 （上記 の F手びき」 も含め ）

　 を踏まえ なが らも独自性 の 豊 かな内容で あ っ た 。　　　　　　 、　　　　　　　　　　 ’

価　入江伝 ， 「運動能力を高め る体育指導」，精神薄弱児研究 ，第301号 ，pp ．58− 69，・昭58 ，長崎県立久

　原養で は ， 運動能力を高め る た めの 指導を行な うに当た り ， 実態調査を行な い ，平衡機能 の 劣弱さを痛

　 感，その 機能 の 向上を申心 に した指導を行な っ た 。
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18 北　野　与　
一

側 　文部省 ， 体育指導の 手 び き 一
養 護学校 （精薄）小学部 ・中学部用

一
，pp ．18− 19，「普通児に 近 い

　能 力 を 持 つ 児童 生徒が い る場合 は普 通 児 を 中心 と した 指導要領 に 準拠すれ ばよ い 」 とい う 姿勢が あ り，

　高度な 運動領域 も示されて い た 。

励　文部省，体育指導の 手びき
［− es護学校 （精薄）小学部 ・中学部用一 ，p．19

鬮　例え ば ，37年度版学習指導要領 に おけ る体育科中学年の 水泳で は ，「（19）助け られ て ，初歩 の 水泳を

　す る 。」 で あ っ たが ，
45年度版 で は ， 「（1）ひ ざぐらい の 深さで （中略）（3）顔や頭を水の 中に入れて ，

　 い ろい ろな遊びをする。」 と改め られた。
’

〔56） 37年度版学 習接導要 領 で は ，「（10）か け っ こ をす る 。 （中略）（約50m 〜80m ）（11）同 じ調子 で か けあ し

　をする （中略）（約 3 分間）」 と示されて い た が，45年度版で は ，「お よ そ 30m ぐらい 」 と 「お よ そ 1分間

　 ぐらい 」 に改め られ た。

〔57） 文部省，盲学校，
・
聾学校及び養護学校小学部 ・中学部 ・高等部学習指導要領 ， pp．8 − 9

，
12− 13，

　同前高等部学習指導要領，p．42

〔5U 半場正信，精神薄弱児 の 体育指導，学芸図書 ， 昭46 （第 3 版 ），　 p，9，半場 は ，「体育運動 が職業教育と

　密擾な つ な が りを持つ と 同時 に ，体育運動 に は職業教育以前 の 重要な問題点の 多 くが ひ そ ん で い る 」 と

　述べ て お り，社会自立論立場 に立 つ 体育論を展開 した 。

翻 文雛 ，体育鱒 の 手びき
一

飜 学校 （精薄）桴 部 ・中学繝 一 ，p．1，この 手び繕 に は，

　 「個人差に応 じた 教育を適切に行な っ て いけば，（中略）社会的自立 へ の明る い 見 通 し （中略）社会適

　応 へ の 諸要素が身に つ くで あ ろう∫と述べ られて おり，そ の 思想的基盤 は ，社会自立論的立場 に 立 つ も

　 の で あ っ た 。

  　木庭修一 。斉藤義夫 。植野善太郎，精神薄弱児の体育指導，金子書房 ，昭49
， p．7 ，

　 pp．22− 25
， 同書

　に は，．「職業的能力また は社会的自立の 能力の基礎は体育 に よ っ て 養われう」と述べ られて い る。．なお，

　 こ の 書は，「人間の 基 本的行動 に基 づ く体育 の 構造 論 を 発達論的 に と らえ て い た 。

捌 　河添邦俊 ・正木健雄 ・
矢部京之助 （編著），障害児 の体育 ，大修館，昭56，例 えば，同前書

・
を挙げる

　 こ とがで き る。

翩 　熨斗謙一，「障害児教育課程 『体育 の 学習』 （教材づ くり）の 基 礎研究」，
日本体育学会第28回大会号 ，

　p．437，昭52，熨斗 は ，この 報告 で 「障害児体育は r特殊 な体育』 で はな く，主権者 と して の 障害児 に

　全面的な発達 を保障す る方向で な され る体育で あ る と指摘 して い る。そ の 他 ， 次 の よ うな 報告を挙 げる

　 こ とが で き る 。 学校体育研究同志会 （編）， 障害児体育 の 指導，ベ ース ボ ール ‘ マ ガ ジ ン 社，昭57．障

　害児教育実践体系刊行委員会 （編），障害児教育実践体系 ，第 2 巻，労働旬報社 ，昭59．同前書 ，第 5

　巻，昭59．上記 の報告 は ，い ずれも発達論的立場 に立 っ た実践報告で あ っ た 。

  　国立特殊教育総合研究所 （編 ），前掲書，昭51− 60 ．
圃　丹野由二 ，「精神薄弱教育に お け る最近三 力年の 研究課題傾向調査」，精神薄弱児研究，第139号，・

　P．53，昭45

鬪　坂本直司 ほか ，「ひ と りひ とりが 人間ら しく社会に生きぬ く力を育て る 一 が ん ば る力を育て る 一

　く継続研 究
一年目〉」 （55年度前掲報告，4207），坂本 らは ， 「現在指導 して い る教育課程を検討 し，実

　践 に よ っ て検証 し」て い ると報告 して い る 。 野村保，「重度多様化に対応する教育課程 の 改善　そ の 4

　 一
関連系統学習年間指導計画

一
」（56年度前掲報告，4142），野村は，体育を含む 関連系統学習の

　年間指導計画の 検討を行な ？ た 。 繁光知行，「幼児教室及び小学部学習指導計画」 （56年度前掲報告，

　4458）， 繁光は ， 「55年度作成 の 学習指導計画をもと｝こ ， 修正 ， 変更 した」 こ とに 関 して報告 して い る。

　下出長年，「健康な か らだづ くりの 推進」（57年度前掲報告 ，4352），下出は，「子どもの r多様な能力 ・

　障害 』 の 実態をふ まえ な が らそ の 計画 ・指導法 に 修正 ・検討を加えた 」と報告 して い る 。 大串正昭 ，「精

　神薄弱児 に 望ま しい教育課程の研究一 運動能力を高め る た めの指導一 」（58年度前掲報告，4695） 、

　大串は ，「発達段階表や指導内容表の 加除，修正を行 うと共 に ，指導計画案を検討 」 して い る。

〔ee］ 井藤 厚 子 ，「小学 部体育 の 実 践」 （53年度前掲報告 ，4242）

  　虎尾剛哉，「小学部 ・中学部一貫した r体育 ・保健体育 』の 体系的指導をどの ように 構成 し進 めれば

1
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　 よ い か 」（55年度前掲報告 ，4020）

闘　北見徳治 ，「指導 の 徹底をはか る た め の 個別指導計画 の 作成」（50年度前掲報告 ，4041）

（69｝ 大久保猛次，「教育課程 の 編成」（57年度前掲報告 ，
4494）

  　Janet　A．　 Wessel ： ICAN ，　 Implementation　Guide，　 Teaching　Physical　 Education　 and

　Associated　 Learning　 Skills　 in　the　 I．east 　 Restrictive　 Alternate　 Settings，　 Field　 Service

　Unit　in　Phy 曲 al 　Education　for　the　 Handicapped ，　 Michigan　State　 University，　 Hubbard

　Scientific　Company ，1976．

　　な お ，「ICAN 」 は ，「Individualize　 Instruction，　 Create　 Social　 Leisure　 Competence
，

　4ssociate　All　Learnings ，週arrow 　the 　Gap 　Between　Theory 　 and 　Practice」（下線）の 略で あ

　 る 。

  　石井正春 ・桑原浩 ， 「精神発達障害児の 集団内個別身体教育 プ ロ グ ラ ム ー
そ の 1 ．「ICAN 」プ ロ

　グラ ム の 目的と概要
一

」，日本特殊教育学会第 23回大会発表論文集 ，pp．324
− 325，昭60，石井正春 ・

　桑原浩，「精神発 達障害児 の 集団内個別身体教育 プ ロ グラ ム ー
そ の 2t 「I　CAN 一

基本 的技能
一

」

　の 試行的適用
一
．」，前掲書，pp ．326− 327

  　福岡文恵，r低年令精神薄弱児の 基礎的運動能力発達診断の た めの行動観察目録の作成」（52年度前掲

　報告 ，4274）， 岡山大付属養の 福岡は ，「従来の とらえ 方で は と らえ に くい低年令精神薄弱 児 の 基本 的 運

　動能力につ いて 　筋肉一 神経系の 発達法則に従 っ た発達様相をとらえ る た め の観察目録 の 作成」 に取

　組ん だ 。　　
「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

  　江島千 代 ，「重 度精神薄弱児 の 教 育課 程 の 編 成 に つ い て 」 （53年 度 前 掲 報告 ，4114），松 戸 っ く じ養 で は ，

　 「発達診断 （体 ・手の動き 。こ とば の認 ma　・集団 ） に よ り発 達課 題 を 考え 」
「
実践 に 移 した。

  　高本進，「発達 診断表」（55年度前掲報告，4015），高本 の 報告に よれ ば，星 置養で は ，運動や 遊びを含

　 む 9領域 に わ た る 「独 自の 発 達診 断表を作成」 し，指導 に 役立 て た 。

個　平田保則 ， 「心身の 調和発達をねがっ g」（56年度前掲報告 ，
4359）， 平田の 報告 に よれ ば ， 滋賀 大付

　属養 で は，「身体 ・運動 ・作業機能 に と っ て 必要 な 調整力的内容を技能段階表 と して 作成」 し指導 した 。

  　酒井保，「ボ
ール 遊び に お ける段階的指導」 （55年度前掲報告 ，

4067）， 酒井は
， 「ボ

ール 遊び の 技能め

　分析を行 い （中略）技能の段階を明 らか に し，効果的な段階指導の 目安とな る段階発表 の 作成」を行な

　 い 指導した 。

  　加 賀 谷 恵 子 ，「r遊 び』 の 指 導 に つ い て 」 （53年度報告 ，4160），加賀谷の 報告に よ れば，藤沢養で は ，

　発達診断等 に よ る児車の 実態調査を基に し，年間指導計画」を作成 し指導した 。

  　近藤伸爾，「精神発 達 と 運動発達 の かかわ りを大切 に した体育指導」，精神薄弱児研究 ，第 279号 ，

　pp．20L25 ，昭 56

  　障害児教育実践体系刊行委員会 （編）， 障害児教育実践体系 ， 第 2 巻 ，教育 と医学 ， 労働旬報社 ，昭

　59，p，289

  　井上直英 ，「教育課程 の 見直し と授業の 改善 一 か らtJ・こ とば ・しごとの 研究領域を通 して
一

」

　 （57年度前掲報告，4094、58年度前掲報告 ，4118）
．

  　沖 理 枝，「か らだ」 （58年度前掲報告 ，4222），近藤伸爾，厂精神発達 と運動発達の かかわ りを大切 に し

　た体育指導 」，精神薄 弱 児 研 究 ，第279号 ，pp．20− 25t｝昭 56，近藤 は ，同校 に おけるか らだの 学習 に つ

　い て報告して い る 。 こ の報告に よ れ ば ，「小学部で の rか らだ 』 r運 動プ ロ グ ラム 』 が 従来の体育指導の

　時間 に相当す る。rか らだは低学年 』， 運動プ ロ グ ラム は高学年が 中心で あり，い ずれ も毎 日四五分の 時

　 間 を と っ て 指導が な され て い る」 と い う。　　　　　　　　　　　　　 　　 ．

働　桂田総司 ， 「重度 ・多様化 ic対応す る小 ・中 ・高一
貫 した教育課程づ くりをめ ざ して 」（58年度前掲報

　告 ，
4512）

鮒　稲垣和雄 ・村越太津美，「rか らだ』
』
の 指導 に つ い て

一
教育課程作 り

一
」（59年度前掲報告 ，8411531）

B4 学校体育研究同志会 （編），前掲書，　pp．36
− 55，同校 の 森田喜代司 の報告 に よる もの で あ る。

  　文部省，特殊教育諸学校小学部 ・中学部学習 指導要領，p．109 ，119
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20 北　野　与　
一

圃 　文部省 ，特殊教育諸学校学習指導要領解説
一

養護学校 （精神薄弱教育）
』
編一 ，p．63

  　文部省 ， 特殊教育諸学校小学部 ・中学部学習指導要領 ，p．109

  　文部省 ，特殊教育諸学校小学部 ・中学蔀学習指導要領，p．109，文部省，盲学校 ， 聾学校及び 養護学

　校小学部 ・
中学部 。高等部学習指導要領 ， pp ．1− 2

闘 　本庭修一。斉藤義夫 ・植野善太郎，前掲書 ，pp ．230− 258。河添邦俊 ・正木健雄
・矢部京之助 （編著），

　前掲書 ，pp ．57− 58，73− 86，両体育指導書 は ，こ れ らの 問
「
題 に つ い て 検討 して お り ，実践 例 も報告 し

　 て い る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一

醐　塩原雅由 ，「養護 ・訓練的体育 の 実践をどう進あれ ば よ い か」 （55年度 前 掲報告 ，4297），こ の 事例は ，

　教科体育の 一事例で あ る 。

〔90 北見徳治
！

「指導の 徹底をはか るた め の 個別指導計画 の 作成」（50年度前掲報告 ，4041），こ の事例は，

　合同体育 の 一事例で あ る。

圃　宮崎英憲 （編），．青鳥三十年，東京都立青鳥養護学校，昭54，pp ．169− 172，なお，大井清吉は 「『体

　育』 あ る い は r保健体育』 と r養護 ・訓練 』 の こ れ ら二 分野との 境界 は 明 らかで な い が ，養護学校 の f体

　育指導』 は 両者を含むもの として あつ か わなければならな い の で はなか ろ うか」（「補記　障害の 重度化 ・

　重複化と体育」，精神薄弱児研究，第201号，p．86，昭50）と述べ て い る 。

  　大月麗子 ，「障害め重 い 子 の 体力づ くりは どうあ っ た らよ い か （中学部）」（56年度前掲報告，4189）

（90　田所泰 男 ，「『動 き づ く り』 の 研究 」 （50年度前掲報告 ，4104）．宇條茂 子 ，「動づ く りの 育成 一 ひ と

　りひ と りの体力 の 増進 と な め らか な動 き の助長をめ ざ して一 、（中学部）」 （56年度前掲報告，4239），こ

　ξ） 「動きづ く り」 は ，M ．　 Frostig の 『Movement 　Education ： Theory　and 　PractiCe』 （1970）が

　紹介 され （肥 田野直 ・茂木茂 八 ・ 小林芳文〈訳〉，ム ーブメ ン ト教育一 理論と実際 一 ，日本文化科
　 　 　 　 　 　 り

　学社，昭53），急速 な 普及 を みだ 。

醐 安田茂章 ，「『朝の 会』 の 取 り組み とからだづ くり
一

．中学部 ・高等部を中心 に
一

」（55年度前掲報

　告 ，427工）
』

〔96） 北野与一，「日本におけ る心身障害者体育の史的研究 （第10報）一 昭和20年代の精神薄弱体育に つ い

　て
一 」，北陸体育学会紀要，第22号，p ．18，昭60

働　北 野与
一

，
「日本 に お け る心 身障害者体育 の 史的研 究 （第 11報 ）

一
昭和30年 代か ら同40年 代 前期 の 精

　神薄弱体育 に つ い て
一

」，北陸大学紀要 ，第 9号 ，p．90，昭60，同前報告 を 参照 され た い 。

  　渡辺 忠彦，f一人 ひ と りの 子 ど もの 積極的 な 自己実 現 を 図 るた め の 指導は ど うあるべ きか ，一 ，あ そ び

　 とそ の 発 展 を 通 して
一

」 （55年度前掲報告 ，4533）

  　西原洵ほ か ，「野球 と子 ど もた ち 一
野球で育 つ 豊 か な あ そび一

」（52年度前掲報告 ，4226）．須藤

　龍誓，「遊びの 指導につ い て 」（52年度前掲報告，4349）．中浦正明，「遊びの 学習 一 どの 子も生き生き

　と遊 ぶ こ と を願 っ て
一

」（56年度前掲報 告 ，4275）．田 所 泰 男
，

「『動 き づ く り』 の 研 究 」 （50年度前 掲
』

　報告，4104），高橋勉，「遊びを 通 した体づ くり」（58年度前掲報告，4071），中山泰子，「重 い 子 の あそ

　びの指導に つ い て 」（53年度前掲報告，4106）d 山田仙治，「遊びをとお して子どもの変容をはかる指導」

　 （53年度前掲報告）， 以上 の 報告 に も見 られ る よ うに，遊 びは
，
遊 び方 の 指導，動きづ くり，か らだづ く

　 り，あ る い は社会牲や知的能力 の 育成 な ど，多様な 目的 で指導され た 。

鯛　斉藤孝、「遊び指導の 内容 ・方法に 関す る研究 一 文献，調査お よ び実践を通 した検討一 」（55年度

　前掲報告 ，
4096），斉藤は ， 「学校 に よ っ て 遊 び 指導 の 考 え 方 が 様 々 で あ り ， ．教育課程 へ の 位置 づ け方 も

　 まだ十分 に 確立されて い ない 」と報告 して い る。

uor） 橋本光江 ，「遊びか ら作業学習へ 」 （55年度前掲報告 ，
4114） ・

｛10M永吉
一

彦 ，「生き る 力を育 て る に は ど う指導す れ ば よ い か 一
作業学習 （中学部），

あ そ び学 習 （小学

　部 ）
一

」（56年度前掲報告，4535）

圃 板垣 裕彦 ，
「ひ と りひ と りの 発達 段 階に 即 した 教育課 程 の 編成 は い か に あるべ ぎか

一
遊び学 ff

−一
」

　 （56年度前掲報告 ，
4005）， 例 えば ，札幌養で は ，遊び学習を指導形態の 一つ として とらえ，教育課程
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　 に位置づ けた 。

鵬 小坂 田 義 之
，

「基 礎的な 運 動能力 を 伸ば す遊 び
，
運 動 一 走 る ・跳ぶ ・投げ る を 中心 に

一
」（53年度

　前掲報告 ，
4307）， 西永勇三

， 「児童 ・生徒の 発達 に 応 じた指導 に関する研究
一

教育課程 編成と体育指

　導
一

」（56年度前掲報告 ，4503），前者 で は，r従来か らの r体育』
’
の 考え方で な く，体育を支え て い

　る遊び，体育的な 遊び，遊戯的 な体育まで を含あ て 追求」 が な さ れ ， 後者 で は ，「体育遊 び 学習の 在 り

　 方」が検討 さ れ て い る。

ao5｝才木祥文ほか ，「重度精神薄弱児 IC望 ま しい 教育課程 の 研究 一 遊び ・体育 の 教育課程 一 」（56年

　度前掲報告，4509）， 静岡県北養小学部 ，「あ そ び を通 した体力 づ くり」， 精神薄弱児研究 ， 第 279号，

　pp ．26− 31，昭56，前者 は ，「遊び と運 動学習に お ける指導内容表 ・教育課程を作成 し，実際指導へ の 方

　向づ け」を行 な い ，後者 は ，「うん どうの 時間をあ そ び 学習 の 中 に 位置 づ けで指導を行 な っ 」 た。

ao6｝文部省 ， 体育指導 の 手びき
一

葺護学校 （精薄）
「
小学部 ・中学部用 一 ，pp ．234 − 237

（IOT．木庭修
一・斉藤義夫 ・植野善太郎 ，前掲書 ，

　 pp．234
− 235，木庭 らは，間藤 J助教授 ・幼児運動能力

　 テ ス ト （3 〜7 歳），あ る い は 運動機能発達検査 （狩野武）を簡易化 した簡易運動機能発 達 テ ス トや 簡

　 易体力診断 テ ス ドも紹介 して い た 。

畑 吉村光俊，「本校の 施設 ・設備，体育用器械器具を利用 した運動能力 ・体力 テ ス ト法 （ス テ ッ プカ L

　 ド）」（50年度前掲報告 ，4234），八代養で は，16項 目の 独 自の テ ス ト法を考案 した 。

ao9）満留正隆　「精神薄弱児 の 体育指導の あり方　その 1 一 初歩的運動能力を伸ばすため の 教材 ・教具

　 の 開発」（50年度前掲報告 ，4086），大塚養 で は，50年度 に 運動能テ ス トの 開発を試 み て い る。
’

qlO｝ 浜田純 ，　r精神薄弱児 に お ける運動能力の 実態把握 に 関す る一研究丿（52年度前掲報告 ，4041），秋 田

　 大付属養 で は
， 測定方法を確立を 目指 して 研究が 始 め られ た 。

血1）坂 口政雄，「精神薄弱児の 運動能力検査 の 研究」（53年度前掲報告 ，4178），瀬 谷養の 事例 で ある。

『

四 出和弘 二 ，「児 童 用 身体協応 テ ス ト （KTK ）の 精神薄弱 児 へ の 適用」 （53年度前掲報告，4193），金

　 沢大付属養の 事例で あ る 。

〔嚠 松本幸司，「本校に お け る ス ポ ー
ツ テ ス ト」（53年度前掲報告，4258），富田林養の 事例で あ る 。

働 増成忠孝，「障害の 実態に 即 した指導は い か に あ る べ きか」（54年度前掲報告，4383），倉敷養の 事例

　で あるが，同校 で は調整力 （運動を上手 に 行な う能力） に つ い て の 研究が行なわれた 。

tt15） 中浜康彦 ， 「ちえお くれの 子 の 体力 づ くり
一

煙動能力を ど う把握するか 一
」（55年度前掲報告 ，

　 4049），森 田 養 の 事例 で あ る 。

a16｝ 坂尾寿
一

， 「体力 づ くり
一

二 年 次 の 実践」（58年度前褐報 告 ，
4595）， 白兎養 の 事 例 で あ る 。

働 　池田隆 ゼ 「養護学校 に おける体育指導一 精薄児 の ス ポー
ツ テ ス トの 実施につ いて 一

」（59年度前掲

　報告，8410982）， 石川県立七尾養 の 事例で あ る 。

衂 波多野養郎 ， 「精神薄弱児の 調整力 icつ い て 」，
日本体育学会第27回大会号 ，

　 p．429， 昭51）

（119） 矢部京之助，「体力面か らみた心身障害児 の 諸問題」，日本体育学会第32回大回号，p．73，昭56

〔12CD沢淳一
， 豊田

一成，「精神薄弱の 運動能力 （主と して 調整力）の 実態 に つ い て 」，日本体育学会第 32回

　大会号 ， p．812 ， 昭56

謝 神田英治 ，「心身障害児 の 健康 ・体力相談 シ ス テ ム 」，
日本特殊教育学会第20回大会癸表論来集，pp ．

　286 − 287
，　昭 57

a2Z 平沢
一 ・出山弘二 ，「児童用身体協応テ ス トに よ る精神薄弱児 の 運動協応 の 発達」，

日本 特殊教育学会

　第21回大会発表論文集，pp ．114− 115，昭58

日劉 ホ
ー

リス ．F．フ ェ イ ト，大石三 四 郎 （監訳），三 井淳蔵 （訳），心 身障害児 の 体育 ・ス ポ
ー

ツ ，ぎ ょ

　うせ い ，昭57，pp ．88− 92，同書に は ，中度精神薄弱児対象の 運動適性テ ス ト，並 び に軽度精神薄弱据

　対象の フ ェ イ ト・テ ス ト，あ る い はホ ロ ス テ ィ グ視覚発達 テ ス ト，ケ フ ァ ル トー ロ ーチ パ ーデ ィ 知覚

　
一 運 動 テ ス ト，エ ア

A ズ 南 カル フ ォ ル ニ ア 知覚
一 運 動 テ ス ト に ど の 運 動技術測定法 を も紹介 さ れ て

　い る 。 ，な お ，r知能障害事典』（内山喜久雄く監〉，斉藤義夫 ・小林重雄〈編〉，岩崎学術出版社，昭 53
，
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　pp274
− 275） に は ，ア メ リ カ の Hayden 　TeSt，　 AAHPER − Kennedy 　 Foundation 　Fitness　Test，

　 Kraus − Weber 　Test 及び Fait　 Test の 名称が紹介されて い た。

〔IW　ホー
リス ．　 F．．フー

＝ イ ト，大石三 四郎 （監訳），三 井淳蔵 （訳），前掲書，　 p，90

  ホ
ー

リス ．F．フ ェ．｛ b ，大石三 四 郎 （監訳），三 井淳蔵 （訳），前掲書，　 pp ．88− 92

〔126｝矢部京之 助 ， 前掲論文 ， p．73
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